
更新日 4月21日

番号 質問日 回答日 質問内容 回答

1 4月15日 4月17日 企画提案書の様式２は、1枚にすべて記載するのか、または項目

ごとに作成して複数枚に渡って記載してもよいか。

企画提案書（様式２）の作成に当たっては、募集要項

「４提案審査への応募 （２）②企画提案書（様式２）」

のとおり、「仕様書に沿って、本事業の趣旨を踏まえて企

画・提案すること」と定めております。よって、複数枚に

渡って作成していただいても構いません。

2 4月18日 4月21日
契約形態について

本契約の契約形態は、委託/請負/準委託どの形式か。
契約形態は、委託契約となります。

3 4月18日 4月21日

再委託・共同提案等の取り扱いについて

①複数企業で提案する場合には、再委託と共同提案いずれも可

能という認識でよいか。

②本案件で受託者が再委託する場合、予算内における再委託割

合の上限はあるか。（例えば、受託者から再委託先A,再委託先B

への支払い金額合計が50%を超える見積もりは可能か。）

③本案件で受託者が再委託をし、受託者が再委託先に対し費用

を支払う場合、再委託先の実績工数や経費実績の提出は不要と

いう認識でよいか。

①ご認識に相違ありません。

②仕様書において、再委託の割合上限を設けていません

が、再委託の割合が、過半数の５0％を超える場合は、実

質の事業主体が再委託者ではないかという疑義が生じま

す。その場合には、事前に再委託の割合についてご質問い

たします。

③実績工数の提出は不要ですが、経費実績の提出は必要で

す。

4 4月18日 4月21日

募集要項「２競技に付する事項」（４）県予算上限（県と受託

者間の契約について）について

①本案件は、業務終了後に実績工数や経費実績の提出が必要か

②請求金額は、上記で提出した実績工数・経費実績に基づき変

動する契約形態か。

①実績工数の提出は不要ですが、経費実績の提出は必要で

す。

②請求金額は、契約時設定した金額となります。

5 4月18日 4月21日

募集要項「４提案審査への公募」（２）提出書類について

①企画提案書はWord形式の（様式２）が指定されているが、

PowerPointにより様式２の内容を記載した別様式の提案書を用

いて提出することは問題ないか。

②企画提案書の別添としてPowerPointで作成した資料を添付す

ることは可能か。

③複数企業で提案する場合には、④会社（団体）概要、⑥誓約

書、⑦募集要項３（２）記載の資格の写し、⑧納税証明書は、

全ての企業が提出する必要がある認識でよいか。

④上記③の資料は、再委託or共同提案などの体制によらず必要

との理解でよいか。

①②企画提案書の別添として、PowerPointで作成した資料

を添付していただいても構いませんが、企画提案書はWord

形式の（様式２）です。

③ご認識に相違ありません。

④ご認識に相違ありません。

6 4月18日 4月21日

仕様書「４業務内容（４）衛星リモートセンシングデータ利活

用検討・検証」について

①「取得する衛星データ」は、大分県に対して、本検討を基に

新規撮像する画像を使うという認識か？ あるいは、提案者が既

に保有している他地域の撮像データで代替することも可能か想

定を教えてほしい。

②「取得する衛星データ」は、新規撮像する場合、調達コスト

は予算上限内から拠出が必要か。あるいは、別途のご請求も可

能か。

③「選定した検証業務について、衛星リモートセンシングデー

タ等を用いて調査・分析を行う」の、データ解析コストも予算

上限内から拠出が必要との理解でよいか。

①基本的には、本検討のために使用する衛星データは新規

撮像データを想定しています。提案者がすでに保有してい

るデータを利用する場合は、県と事前に協議してくださ

い。

②「取得する衛星データ」は、新規撮像する場合、調達コ

ストは予算上限内から拠出可能してください。別途請求は

できません。

③ご認識に相違ありません。

7 4月18日 4月21日

仕様書「４業務内容（６）報告書の作成」について

①本案件で作成した報告書については外部公開が前提になる

か。それとも非公開前提の認識でよいか。

②仮に外部公開が前提となる場合に、公開が難しい情報が存在

する場合には、貴県との間で公開可能/非公開を協議したいと考

えているが可能か。

①報告書については、外部公開を前提に作成して頂きま

す。

②公開が難しい情報が存在する場合には、協議の上、報告

書の作成となります。
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